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は
じ
め
に

　

2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

後
、
日
本
は
中
長
期
視
点
か
ら
国
家
と
し

て
の
成
長
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か

が
、
官
民
の
様
々
な
場
で
議
論
さ
れ
て
い

る
。
民
主
党
政
権
も
国
家
と
し
て
の
成
長

戦
略
の
策
定
を
政
府
目
標
の
大
き
な
柱
に

据
え
て
い
る
。
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
日
本
の
経
済
活
動
の
活
性

化
に
活
用
す
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
。

2
0
1
0
年
6
月
に
政
府
の
具
体
的
な
成

長
戦
略
が
発
表
さ
れ
た
。
日
本
の
一
人
当

り
の
G
D
P
は
、
2
0
0
7
年
に
す
で

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
抜
か
れ
、
2
0
1
0

年
に
世
界
第
2
位
の
G
D
P
は
中
国
に

追
い
抜
か
れ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い

る
。
将
来
、
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
に
す

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
国
際
競
争
力
を
構

築
し
て
世
界
の
中
で
そ
の
存
在
価
値
を
ど

の
よ
う
に
高
め
る
の
か
と
い
う
国
家
ビ
ジ

ョ
ン
や
成
長
戦
略
が
不
透
明
で
、
具
体
的

な
産
業
政
策
や
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
日
本
に
引
き
込
む
外
資
政
策
も
見
え
て

こ
な
い
。

　

一
方
で
は
、
従
来
か
ら
日
本
の
強
み
と

し
て
喧
伝
さ
れ
て
き
た
「
技
術
立
国
」「
科

学
立
国
」「
知
財
立
国
」「
製
造
立
国
」
と

い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
議
論
が
続
い

て
い
る
。
世
界
経
済
の
構
造
的
な
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
が
起
る
中
で
、
従
来
の
日
本

の
強
み
が
新
興
国
の
台
頭
や
熾
烈
な
国
際

競
争
の
中
で
色
褪
せ
る
一
方
、
中
国
、
イ

ン
ド
を
含
む
世
界
が
さ
ほ
ど
脅
威
と
感
じ

て
い
な
い
そ
れ
ら
の
日
本
の
強
み
が
、
日

本
の
中
で
は
無
反
省
に
も
、
依
然
、
世
界

類
稀
な
競
争
力
と
し
て
頼
み
に
さ
れ
て
い

る
。

　

1
9
9
1
年
の
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、

そ
れ
ま
で
同
じ
船
に
乗
っ
て
い
た
国
の
産

業
政
策
と
企
業
の
経
営
戦
略
は
、
徐
々
に

乘
離
し
て
い
っ
た
。
日
本
と
い
う
枠
の
中

激
動
す
る
ア
ジ
ア
経
営
戦
略

～
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
す
る
ア
ジ
ア
～

だ
け
を
注
視
し
て
考
え
ら
れ
る
国
家
戦
略

と
、
長
期
に
わ
た
り
経
済
が
停
滞
す
る
日

本
に
も
は
や
と
ど
ま
る
こ
と
の
で
き
な
い

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
か
ら
の
勝
ち
残

り
戦
略
が
遊
離
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
持
続
的
な
成
長
性
と
収
益
性

の
確
保
を
追
求
す
る
企
業
経
営
の
視
点
か

ら
２
０
１
０
年
代
は
ア
ジ
ア
に
ど
の
よ
う

に
向
き
合
う
べ
き
か
を
論
じ
て
み
た
い
。

日
本
企
業
の

ア
ジ
ア
の
成
長
性
と

収
益
性
の
実
態

①
欧
米
を
凌
ぐ
ア
ジ
ア
の

収
益
性

　

東
京
証
券
取
引
所
一
部
に
上
場
し
て
い

る
企
業
の
地
域
別
営
業
利
益
を
1
9
9
8

年
度
か
ら
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

2
0
0
7
年
度
（
2
0
0
8
年
3
月
期
）

ま
で
の
10
年
間
の
推
移
を
見
る
。
対
象
企

甲
南
大
学
経
営
学
部 

教
授

安
積
敏
政

1

2

安積　敏政 あさか・としまさ
1971年東北大学経済学部卒、同年松下電器産業（現
パナソニック）入社。松下電子工業取締役経営企画
室長、松下電器本社経営企画室グローバル企画グル
ープ・リーダー、アジア大洋州本部企画部長、同地
域統括会社アジア松下電器副社長、本社グローバル
戦略研究所首席研究員などを経て2007年から現職。
著書に『激動するアジア経営戦略～中国・インド・
ASEANから中東・アフリカまで～』（日刊工業新聞
社刊、2009年11月）ほか。
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特集 ◆海外日系企業の健全な労使関係の構築に向けて

業
1
7
4
8
社
の
2
0
0
7
年
度
の
連

結
ベ
ー
ス
の
営
業
利
益
の
合
計
21
兆
円
の

う
ち
、
日
本
国
内
が
約
14
兆
円
、
海
外
が

約
7
兆
円
で
あ
り
、
日
本
対
海
外
の
地
域

構
成
比
は
2
対
1
で
あ
る
。
2
0
0
7
年

度
は
海
外
営
業
利
益
約
7
兆
円
の
内
で
、

中
国
、
A
S
E
A
N
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

連
合
）、
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア

（
3
兆
7
1
6
億
円
）
が
、
初
め
て
米
州

（
2
兆
2
3
4
2
億
円
）
を
上
回
っ
た
。

こ
れ
は
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の

背
景
に
は
右
肩
上
が
り
の
ア
ジ
ア
の
経
済

成
長
の
中
で
、
現
地
の
事
業
規
模
を
拡
大

し
競
争
力
を
つ
け
て
き
た
日
本
企
業
に
対

し
て
、
同
時
に
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に

端
を
発
し
た
金
融
危
機
の
中
で
喘
ぐ
米
国

で
の
日
本
企
業
と
い
う
構
図
が
あ
る
。
今

後
は
、
連
結
営
業
利
益
の
地
域
構
成
比
が

日
本
対
海
外
が
2
対
1
で
あ
っ
た
も
の
か

ら
、
ア
ジ
ア
を
て
こ
に
海
外
の
比
重
が
高

ま
り
、
こ
の
比
率
は
更
に
接
近
す
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

②
製
造
業
が
牽
引
す
る
ア

ジ
ア
の
収
益
性
、
今
後
は

非
製
造
業
に
も
期
待

　

ア
ジ
ア
の
営
業
利
益
3
兆
7
1
6
億
円

の
84・8
%
が
製
造
業
で
、
残
り
が
鉱
業
、

卸
売
業
、
海
運
業
、
小
売
業
な
ど
の
非
製

造
業
で
あ
る
。
世
界
の
景
況
に
よ
り
年
度

に
よ
っ
て
跛
行
は
す
る
も
の
の
自
動
車
、

電
機
、
化
学
、
機
械
に
代
表
さ
れ
る
製
造

業
が
産
業
と
し
て
ア
ジ
ア
で
収
益
力
を
確

か
な
も
の
と
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
業
、
流
通
業
な
ど
の
非
製
造
業
が

ア
ジ
ア
で
確
固
た
る
収
益
基
盤
を
ま
だ
築

け
て
い
な
い
。
日
本
の
内
需
不
振
、
消
費

低
迷
と
い
う
試
練
の
中
で
、
非
製
造
業
に

対
し
て
ア
ジ
ア
で
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
の
必
要
性
を
突
き
つ
け
て
い

る
。
非
製
造
業
が
日
本
の
新
た
な
期
待
の

産
業
と
し
て
ア
ジ
ア
で
ど
の
よ
う
な
付
加

価
値
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る
か

は
喫
緊
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

③
代
表
的
10
業
種
の
事
例

研
究
を
通
し
た
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン

－
ア
ジ
ア
内
需
は
す
で
に

　
日
本
企
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

－
　

筆
者
は
、
1
9
9
8
年
度
か
ら
2
0

0
7
年
度
の
10
年
間
を
対
象
と
し
た
日
本

企
業
の
ア
ジ
ア
の
成
長
性
と
収
益
性
の
実

態
を
概
観
し
、
具
体
的
に
代
表
的
10
業
種

の
企
業
事
例
を
取
り
上
げ
業
界
別
ア
ジ
ア

の
成
長
性
と
収
益
性
実
態
を
分
析
し
た
。

製
造
業
か
ら
自
動
車
、電
機
、化
学
、機
械
、

化
粧
品
、
日
用
品
、
食
料
品
、
医
薬
品
の

8
業
種
、
非
製
造
業
か
ら
小
売
業
、
輸
送

の
2
業
種
の
計
10
業
種
を
選
び
、
1
0
0

社
を
超
す
詳
細
な
事
例
研
究
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
10
業
種
の
事
例
研
究
の
結
果
が
意

味
す
る
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
以
下
の

5
点
で
あ
る
。

　

第
1
点
は
、
多
く
の
日
本
企
業
は
3
年

単
位
の
詳
細
な
中
期
経
営
計
画
の
策
定
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
企
業
に
よ

っ
て
は
10
年
ス
パ
ン
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

存
在
の
も
と
3
年
な
い
し
4
年
の
中
期
計

画
を
策
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
着
地
年
（
最
終
年
度
）を
固
定

し
た
3
年
の
中
期
計
画
を
回
し
て
い
く
や

り
方
で
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
従
っ
て
、

単
年
度
の
事
業
計
画
は
策
定
さ
れ
た
中
期

計
画
の
も
と
で
毎
年
立
案
さ
れ
て
い
く
。

対
象
期
間
が
3
年
と
い
う
短
い
中
期
計
画

で
あ
っ
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
営
環
境

の
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し
く
過
去
と
は
不
連

続
に
起
こ
り
が
ち
な
中
に
あ
っ
て
は
、
環

境
変
化
に
応
じ
て
部
分
的
な
変
更
は
勿
論

の
こ
と
抜
本
的
な
見
直
し
す
ら
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
中
期
計
画
は
当
該
企
業
の
選

択
と
集
中
に
よ
る
事
業
構
造
改
革
、
経
営

体
質
強
化
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
と

い
っ
た
経
営
目
標
に
対
し
て
全
社
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
経
営
の
羅
針
盤
と
な
っ

て
い
る
。

　

第
2
点
は
、
連
結
決
算
ベ
ー
ス
で
持
続

的
な
成
長
性
や
収
益
性
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

実
現
し
て
い
る
企
業
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
に
向
か
っ
て
い
る
日
本
市
場
だ
け

で
は
自
社
の
成
長
性
に
制
約
が
出
て
く
る

こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
日
本
の
化
粧
品
業
界
で
ト
ッ
プ
の
資

生
堂
や
建
機
業
界
ト
ッ
プ
の
コ
マ
ツ
の
事

例
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル

連
結
ベ
ー
ス
の
売
上
高
は
高
成
長
で
あ
っ

て
も
、
地
域
別
に
内
訳
を
見
る
と
日
本
市

場
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
い
る
企
業

が
多
い
こ
と
で
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　

第
3
点
は
、
持
続
的
成
長
性
と
収
益

性
を
海
外
市
場
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
市
場

で
実
現
し
て
い
る
業
種
と
企
業
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
A
S
E
A
N
、
中
国
、
イ
ン

ド
と
い
う
ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
も
、
と
り

わ
け
高
い
経
済
成
長
を
背
景
に
市
場
が
拡

大
し
た
中
国
が
各
社
の
売
上
高
増
分
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
中
国
を
筆
頭
に
A
S
E
A
N
、
イ
ン

ド
を
含
む
ア
ジ
ア
が
引
き
起
こ
し
て
き
た

経
済
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
自
社
の
人
、
物
、

金
、
情
報
と
い
っ
た
経
営
資
源
を
傾
斜
配

分
し
て
き
た
企
業
が
持
続
的
な
成
長
性
と

収
益
性
を
実
現
し
て
い
る
。

　

第
４
点
は
、
日
本
企
業
が
持
続
的
な
成

長
性
を
ア
ジ
ア
を
始
め
と
す
る
海
外
に
求

め
る
中
で
、
そ
の
取
組
み
に
業
種
間
格
差

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
製
造

業
と
非
製
造
業
の
間
で
、
成
長
国
や
新
興

国
へ
の
事
業
展
開
の
差
が
あ
り
、
そ
の
結

果
と
し
て
の
成
長
性
と
収
益
性
の
差
に
表

れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て
自
動
車
、

電
機
、
化
学
の
よ
う
に
1
9
6
0
年
代
、
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1
9
7
0
年
代
か
ら
海
外
に
事
業
進
出
し

現
地
で
の
事
業
経
験
が
長
い
製
造
業
が
、

非
製
造
業
と
較
べ
て
明
ら
か
に
ア
ジ
ア
の

業
績
に
優
位
性
が
あ
る
。

　

第
5
点
は
、
製
造
業
か
非
製
造
業
か

を
問
わ
ず
、
同
じ
業
種
の
中
で
も
、
企
業

毎
に
取
組
み
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
ア
ジ
ア
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
に
企
業
の
生
き
残
り
と
勝
ち
残
り
を

賭
け
た
企
業
と
、
従
来
通
り
国
内
事
業
に

軸
足
を
置
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
追
加

の
事
業
、
つ
い
で
の
事
業
又
は
競
争
力
の

落
ち
た
国
内
の
補
完
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
た
企
業
と
の
間
に
は
、
過
去
10
年
間
の

成
長
性
と
収
益
性
に
大
き
な
差
が
出
て
い

る
。
中
期
経
営
計
画
の
策
定
方
針
で
不
退

転
の
生
き
残
り
策
を
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
に
賭
け
る
企
業
と
、
ア
ジ
ア
を
単
に

成
長
す
る
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
市
場
と
し

て
位
置
づ
け
る
企
業
と
で
は
結
果
に
大
き

な
差
が
出
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

中
国
・
イ
ン
ド
・

A
S
E
A
N
が
担
う

ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
増
分

　

日
本
企
業
の
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
戦
略

は
、
21
世
紀
の
次
の
10
年
を
見
据
え
る
と

ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
予
想
に
は
各
国
・
地
域
ご
と
に

政
治
・
経
済
、
社
会
面
で
不
確
実
性
の
高

い
要
素
が
数
多
く
あ
る
と
同
時
に
、
業
種

ご
と
、
企
業
ご
と
に
そ
の
戦
略
は
大
き
く

異
な
る
た
め
、
標
準
化
、
汎
用
化
は
困
難

で
あ
る
。
以
下
、
日
本
企
業
の
「
こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
戦
略
」
を
一
つ
の
試
論
と
し

て
述
べ
て
み
る
。

①
2
0
0
0
年
代
の

拡
大
ア
ジ
ア
戦
略

（G
reater A

sia Strategy

）

　

2
0
1
0
年
代
の
「
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ

ア
戦
略
」
を
考
え
る
際
に
、
ア
ジ
ア
が
ど

の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化
し
て
き

た
の
か
を
貿
易
面
を
通
し
て
概
観
す
る
。

A
S
E
A
N
と
中
国
間
の
貿
易
推
移
を
み

る
と
1
9
9
6
年
か
ら
2
0
0
7
年
の

12
年
間
の
平
均
成
長
率
は
23
・
5
％
の
2

桁
成
長
で
あ
る
。
年
平
均
20
％
の
成
長
率

と
い
う
こ
と
は
、
貿
易
額
が
４
年
毎
に
倍

増
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
背
景
に

は
、
A
S
E
A
N
と
中
国
間
の
国
際
水
平

分
業
や
垂
直
分
業
の
進
展
が
あ
る
。
か
つ

て
A
S
E
A
N
・
中
国
間
の
貿
易
は
、
熾

烈
な
競
争
関
係
が
予
測
さ
れ
た
が
、
現
実

の
デ
ー
タ
は
両
者
の
競
合
と
同
時
に
相
互

補
完
関
係
を
も
示
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
従
来
の
日
本
と
A
S
E
A
N

間
の
分
業
、
日
本
と
中
国
間
の
分
業
に
、

新
た
に
A
S
E
A
N
と
中
国
間
の
工
程
分

業
が
加
わ
り
、
日
本
、
A
S
E
A
N
、
中

国
で
囲
ま
れ
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
三
角

形
）
の
地
域
で
最
大
で
最
適
な
成
長
性
や

収
益
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
経

営
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
を
か
つ
て
の
日
本
を
中
心
と
し
て

A
S
E
A
N
、
中
国
を
点
や
線
で
結
ぶ
ア

ジ
ア
戦
略
で
は
な
く
、
三
者
間
の
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
の
中
で
進
展
す
る
相
互
依
存
性

と
補
完
性
に
着
目
し
た
拡
大
ア
ジ
ア
戦
略

（Greater A
sia Strategy

）
で
あ
る
。

②
2
0
1
0
年
代
の

更
な
る
拡
大
ア
ジ
ア
戦
略

（E
x

te
n

d
e

d G
re

a
te

r A
sia 

Strategy

）

　

次
に
A
S
E
A
N
・
イ
ン
ド
間
の
貿
易

推
移
を
見
る
。
1
9
9
9
年
か
ら
2
0

0
7
年
ま
で
の
9
年
間
の
平
均
成
長
率
は

年
率
23
・
5
％
の
2
桁
成
長
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
イ
ン
ド
政
府
の
1
9
9
1
年

以
降
の
自
由
化
政
策
や
対
外
開
放
政
策
に

よ
る
高
い
経
済
成
長
、
ア
ジ
ア
の
高
成
長

を
意
識
し
た
“
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
政
策
”、

基
本
関
税
の
最
高
税
率
を
1
9
9
1
年

の
1
5
0
％
か
ら
2
0
0
6
年
に
は
12
・

5
％
ま
で
削
減
し
た
貿
易
自
由
化
政
策
な

ど
の
要
因
が
あ
る
。

　

次
に
イ
ン
ド
と
中
国
間
の
1
9
9
9
年

か
ら
2
0
0
7
年
ま
で
の
貿
易
推
移
を
見

る
。
イ
ン
ド
の
中
国
か
ら
の
機
械
、
電
機

製
品
を
中
心
と
し
た
輸
入
と
、
イ
ン
ド
か

ら
中
国
向
け
の
鉄
鋼
石
な
ど
の
一
次
産
品

を
中
心
と
し
た
輸
出
が
各
々
年
平
均
成
長

率
40
％
台
で
急
増
し
て
い
る
。
も
し
年
率

40
％
の
伸
び
が
今
後
も
続
く
と
仮
定
す
る

と
イ
ン
ド
と
中
国
間
の
貿
易
は
、
計
算
上
、

2
年
毎
に
倍
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
が
A
S
E
A
N
・
中
国
間
、

A
S
E
A
N
・
イ
ン
ド
間
、
イ
ン
ド
・
中

国
間
の
貿
易
急
増
の
実
態
で
あ
る
。
中
国
、

A
S
E
A
N
、
イ
ン
ド
の
3
極
間
に
経
済

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
大
き
な
う
ね
り
が
起
き

て
い
る
。
こ
の
中
国
、
A
S
E
A
N
、
イ

ン
ド
の
3
ヶ
国
・
地
域
で
構
成
さ
れ
る

相
互
依
存
度
の
高
ま
る
新
た
な
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
が
今
後
の
ア
ジ
ア
を
牽
引
す

る
地
域
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
、

A
S
E
A
N
、
中
国
で
構
成
さ
れ
る
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
と
合
わ
せ
て
、
ア
ジ
ア
に
は

2
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
出
来
あ
が

る
。
日
本
企
業
は
こ
の
中
に
あ
る
生
産
、

販
売
、
研
究
開
発
の
事
業
拠
点
を
ど
の
よ

う
に
拡
充
強
化
し
、
管
理
統
括
す
る
か
と

い
う
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
2
つ
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
共
通
の
軸
は
中
国
・

A
S
E
A
N
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
が

「
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
戦
略
」
が
進
化
す
る

「
更
な
る
拡
大
ア
ジ
ア
戦
略
」（E

xtended 
Greater A

sia Strategy

）
で
あ
り
、
こ

の
戦
略
の
も
と
、
ア
ジ
ア
と
日
米
欧
な
ど

他
地
域
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ン
ケ
ー
ジ

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
日
本
企
業
は
自
社

の
持
続
的
な
成
長
性
と
収
益
性
を
求
め
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

3
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次
に
2
0
0
8
年
の
G
D
P
の
実
績

を
基
準
年
に
、
年
平
均
成
長
率
は
中
国
、

イ
ン
ド
8
％
、
A
S
E
A
N 

5
％
、
日
本 

2
％
で
2
0
2
0
年
ま
で
の
ア
ジ
ア
の

G
D
P
を
予
測
し
た
。
中
国
は
2
0
0
8

年
ま
で
10
％
の
高
い
成
長
率
を
示
し
て
き

た
が
、
中
国
政
府
が
政
策
目
標
と
し
て
い

る
の
が
最
低
8
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
8
％
を
想
定
し
て
い
る
。　

　

以
上
の
ア
ジ
ア
の
G
D
P
予
測
か
ら

2
0
1
5
年
の
G
D
P
の
み
を
取
り
出
し
、

2
つ
の
三
角
形
か
ら
成

る
拡
大
ア
ジ
ア
の
地
図

上
に
置
い
て
み
た
の
が

図
表
１
で
あ
る
。
日
本

の
G
D
P
5
兆
6
6
0

0
億
ド
ル
に
対
し

て
、
中
国
7
兆
5
4
0

0
億
ド
ル
、
イ
ン
ド

2
兆
7
0
0
億
ド
ル
、

A
S
E
A
N 
2
兆
1
2

0
0
億
ド
ル
の
合
計

は
11
兆
7
3
0
0
億

ド
ル
と
な
り
、
日
本
の

2
倍
を
上
回
る
経
済

圏
が
中
国
、
イ
ン
ド
、

A
S
E
A
N
の
三
角
形

の
中
に
生
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
か
つ
て
ア
ジ

ア
経
済
の
3
分
の
2
近

く
を
占
め
た
日
本
が
、

2
0
1
5
年
に
は
3
分
の
1
に
縮
小
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
2
0
1
5
年
前

後
に
は
、
ア
ジ
ア
の
中
に
日
本
と
は
別
に
、

日
本
の
2
倍
の
規
模
の
経
済
圏
が
相
互
依

存
を
増
す
中
国
、
A
S
E
A
N
、
イ
ン
ド

で
構
成
さ
れ
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
中
か

ら
生
じ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の

ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
は
、
日

本
の
企
業
経
営
者
と
し
て
も
、
日
本
の
政

府
、
地
方
自
治
体
の
政
策
立
案
者
と
し
て

も
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
戦
略
で

は
日
本
の
企
業
の
中
長
期
経
営
視
点
か
ら

今
後
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
A
S
E
A
N
の

個
々
の
国
・
地
域
に
ど
の
よ
う
な
手
を
打

つ
の
か
と
同
時
に
、
相
互
依
存
度
を
増
す

中
国
、
イ
ン
ド
、
A
S
E
A
N
の
成
長

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ゾ
ー
ン
に
ど
の
よ
う
な

戦
略
で
臨
む
か
が
、
喫
緊
の
経
営
課
題
と

な
る
。
日
本
・
中
国
・
A
S
E
A
N
で

構
成
さ
れ
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
中
国
・

A
S
E
A
N
・
イ
ン
ド
で
構
成
さ
れ
る
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
い
う
二
つ
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
地
域
戦
略

で
臨
む
か
が
正
に
「
更
な
る
拡
大
ア
ジ
ア

戦
略
」
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
経

営
戦
略
の
課
題
と
展
望

①
持
続
的
な
成
長
性
と

収
益
性
の
確
保
の
た
め
の

4
つ
の
課
題

　

以
上
の
論
議
を
踏
ま
え
て
、
21
世
紀
の

日
本
企
業
の
経
営
に
対
し
て
4
つ
の
課
題

と
そ
れ
ら
を
包
括
し
た
対
応
策
を
指
摘
し

た
い
。

　

ま
ず
第
1
点
は
、
ア
ジ
ア
で
稼
げ
な
い

日
本
企
業
は
、
今
後
、
生
き
残
れ
な
い
、

勝
ち
残
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

惧
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
の
日

本
を
中
心
に
事
業
展
開
を
図
っ
て
も
そ
の

長
期
的
な
成
長
余
力
に
限
界
が
あ
る
。
日

本
の
多
く
の
産
業
は
長
期
に
わ
た
っ
て
成

長
性
の
点
で
停
滞
し
て
お
り
、
更
に
グ
ロ

ー
バ
ル
連
結
ベ
ー
ス
で
高
成
長
の
企
業
に

あ
っ
て
も
内
需
の
落
ち
込
み
を
輸
出
及
び

海
外
現
地
生
産
ベ
ー
ス
の
外
需
で
カ
バ
ー

し
た
上
で
高
成
長
を
実
現
し
て
い
る
傾
向

が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
今
後
の
10
年
ス
パ

ン
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
や
3
～
4
年
の
中
期

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
海
外
、
と
り
わ

け
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
活
用
せ
ず

に
、
自
社
の
持
続
的
な
成
長
性
や
収
益
性

確
保
の
絵
を
描
け
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
ア
ジ
ア
内
需
は
、
過
去
10
年
間
同
様
、

2
0
1
0
年
代
に
お
い
て
も
日
本
企
業
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
2
点
は
、
F
T
A
（
自
由
貿
易
協
定
）

や
E
P
A
（
経
済
連
携
協
定
）
を
て
こ
に

益
々
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
す
る
国
際
競
争
の
中

で
は
、
ア
ジ
ア
で
勝
て
な
い
企
業
は
日
本

の
“
本
土
防
衛
”
が
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
危
惧
で
あ
る
。
す
で
に
自
国

や
世
界
市
場
で
力
を
つ
け
た
中
国
、
イ

ン
ド
、
A
S
E
A
N
の
製
造
業
と
サ
ー

ビ
ス
業
が
逆
に
日
本
市
場
へ
企
業
買
収

（
M
&
A
）、
戦
略
的
企
業
提
携
、
自
前
進

出
で
参
入
し
て
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
は
「
走
出
去
政
策
」
の
も
と
に

あ
る
中
国
企
業
を
始
め
と
し
て
今
後
、
加

速
化
す
る
。
自
社
の
ア
ジ
ア
で
の
国
際
競

4

日本中国

インド

2兆700億ドル
（8％）

2兆1200億ドル
（5％）

GDP
5兆6600億ドル
（2％）

7兆5400億ドル
（CAGR 8％）

GDP合計
11兆7300億ドル

ASEAN

日本の２倍強の経済圏

図表1　2015年のアジアの経済規模

出所：筆者作成



  2010 Autumn IMF JC   10

争
力
が
本
国
、
日
本
市
場
で
の
競
争
力
に

リ
ン
ク
す
る
の
が
今
日
の
姿
で
あ
る
。
中

国
、
イ
ン
ド
で
は
競
争
に
負
け
た
が
、
本
国

日
本
で
は
強
い
と
い
う
状
態
は
そ
う
長
く

続
か
な
い
こ
と
を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
3
点
は
、
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
成
長
を
求
め
て
、
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る

に
し
て
も
、
逆
に
日
本
に
ア
ジ
ア
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
呼
び
込
む
に
し
て
も
、
ア
ジ

ア
に
係
わ
る
事
業
の
経
営
リ
ス
ク
は
個
々

の
企
業
の
体
力
や
経
験
に
よ
っ
て
異
な

る
。
自
社
の
持
続
的
な
成
長
性
と
収
益
性

を
求
め
て
中
長
期
的
な
“
や
ら
な
い
リ
ス

ク
”
と
“
や
る
リ
ス
ク
”
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
仮

に
、
直
接
投
資
や
現
地
で
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
踏
み
切
る
と
し
て
も
国
際
人
材
の

育
成
・
登
用
や
確
保
が
事
業
成
功
に
と
っ

て
の
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。

　

第
4
点
は
、
ア
ジ
ア
は
も
は
や
日
本
中

心
に
回
転
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
惧
で
あ
る
。
前
項
で
述
べ
た
よ
う

に
世
界
第
2
位
の
G
D
P
を
誇
り
、
一

人
当
り
G
D
P
ベ
ー
ス
で
ア
ジ
ア
で
最

も
裕
福
な
国
、
日
本
の
地
位
は
構
造
的

な
変
化
の
中
に
あ
る
。
2
0
0
7
年
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
一
人
当
り
の
G
D
P

（U
S$ 35,163

）
は
日
本
の
G
D
P（U

S$ 
34,312

）を
追
い
抜
き
、
そ
の
後
を
香
港

が
追
い
か
け
て
い
る
。
日
中
の
経
済
成

長
率
か
ら
判
断
す
る
と
中
国
の
G
D
P

は
2
0
1
0
年
に
は
日
本
を
追
い
抜
き

米
国
に
次
い
で
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国

と
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
ア
ジ
ア
の
G
D
P
の
3
分
の
2
近

く
を
占
め
た
日
本
が
、
筆
者
の
予
測
で
も

2
0
1
5
年
に
は
3
分
の
1
を
占
め
る
に

過
ぎ
な
く
な
る
。
2
0
1
5
年
ま
で
の

ア
ジ
ア
の
G
D
P
増
分
の
86
・
2
%
が

中
国
、
イ
ン
ド
、
A
S
E
A
N
か
ら
発
生

し
、
日
本
は
僅
か
13
・
8
%
を
占
め
る
に

過
ぎ
な
い
。
ア
ジ
ア
の
基
軸
国
、
日
本
の

G
D
P
が
中
国
の
そ
れ
と
逆
転
す
る
2
0

1
0
年
以
降
、
ア
ジ
ア
地
域
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
・
シ
フ
ト
が
明
確
に
な
る
。
今
後
の
ア

ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
、
現
状
の
ま
ま

で
は
“
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
”
を
標

榜
す
る
日
本
か
ら
本
当
に
起
こ
る
の
か
と

い
う
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
ア
ジ
ア
は
既

に
日
本
中
心
に
回
転
し
て
い
な
い
し
、
も

は
や
日
本
に
い
る
だ
け
で
は
ア
ジ
ア
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
は
見
え
に
く
い
、
い
や
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

 　

以
上
の
4
つ
の
課
題
が
日
本
企
業
に
突

き
つ
け
る
更
な
る
課
題
は
、「
21
世
紀
の
次

の
10
年
（
2
0
1
0
年
‐2
0
2
0
年
）に

お
け
る
日
本
本
社
の
役
割
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
社
の
持

続
的
な
成
長
性
と
収
益
性
を
求
め
て
“
こ

れ
ま
で
の
ア
ジ
ア
戦
略
”
か
ら
“
こ
れ
か

ら
の
ア
ジ
ア
戦
略
”
へ
大
き
く
舵
を
切
り

直
す
時
に
日
本
の
本
社
の
役
割
は
ど
う
変

わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
課

題
で
あ
る
。

②
「
前
線
化
」
と
「
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
化
」
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
日
本
本
社

　

前
掲
4
つ
の
課
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
日
々
の
事
業
経
営
に
お
い
て
、
国
際

競
争
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
現
場
で
最
終
の

意
思
決
定
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
な
さ
れ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
時
に
中
長
期
の
地
域
戦
略
も
日
本
本
社

の
机
の
上
で
、
実
態
感
覚
の
な
い
統
計
や

委
託
調
査
書
を
見
て
、
日
本
人
だ
け
で
立

案
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
の
経
営
の

現
場
で
鍛
え
抜
か
れ
た
現
地
の
経
営
陣
や

優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
た
衆
知
を
集
め

た
戦
略
立
案
が
必
要
で
あ
る
。

　
“
こ
れ
か
ら
の
ア
ジ
ア
戦
略
”
で
求
め

ら
れ
る
も
の
は
、
現
地
で
の
実
際
の
経
営

の
中
で
中
長
期
的
に
変
わ
る
も
の
と
変
わ

ら
な
い
も
の
を
嗅
ぎ
と
る
実
践
的
な
洞
察

力
と
先
見
力
で
あ
る
。
そ
し
て
過
去
と
は

不
連
続
に
起
こ
る
変
化
へ
の
し
た
た
か
な

適
応
力
や
対
応
力
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
求

め
ら
れ
る
も
の
は
、
地
域
戦
略
の
立
案
や

経
営
の
意
思
決
定
の
ア
ジ
ア
へ
の
「
前
線

化
」
と
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
化
」
で
あ
る
。

日
本
か
ら
前
線
化
す
る
国
や
都
市
は
業
種

や
企
業
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ

ン
コ
ク
、
上
海
、
北
京
、
ム
ン
バ
イ
等
の

よ
う
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
熾
烈
な
国
際

競
争
下
に
あ
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
化

す
る
ア
ジ
ア
各
国
に
「
前
線
化
」
し
、
現

地
で
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
化
」
す
る
か
ら
現

地
政
府
の
産
業
政
策
や
外
資
政
策
な
ど
の

動
き
が
わ
か
り
、
現
地
市
場
や
地
域
市
場

が
よ
く
見
え
、
現
地
に
進
出
し
て
い
る
欧

米
の
多
国
籍
企
業
、
中
国
、
韓
国
企
業
、

そ
し
て
地
場
企
業
な
ど
ラ
イ
バ
ル
の
動
き

が
見
え
る
の
で
あ
る
。
今
や
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
変
化
す
る
ア
ジ
ア
で
は
も
は
や
前

線
化
し
な
い
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
的
確
な

経
営
判
断
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
の
東
の
端
で
、
徐
々
に
経
済
的
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
縮
小
す
る
日
本
、
そ
し
て
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
の
流
れ
の
中
で
内
需
が

縮
小
均
衡
に
陥
る
危
機
に
あ
る
日
本
に
あ

っ
て
、
今
後
、
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
、

ア
ジ
ア
の
内
需
を
積
極
的
に
取
り
込
ま
ず

し
て
、
日
本
企
業
が
持
続
的
な
成
長
性
と

収
益
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
日
本
本
社
の
ア

ジ
ア
の
現
場
へ
の
「
前
線
化
」
と
「
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
化
」
は
日
本
企
業
の
生
き
残
り

と
勝
ち
残
り
の
大
き
な
方
策
の
一
つ
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。


